
- 18 -

東京農業大学とのMOU締結

上路 雅子企画調整部長

農業環境研究は、土、水、大気、生物、化学

物質などを対象とし、また、時間的、空間的に

も大きな広がりをもっています。これらの複雑

に絡み合った多種多様な要因を総合的に解析し

ながら研究を推進することが重要で、多分野の

協力が不可欠となっています。

産学官の連携強化を進める中で、東京農業大

学との （協定覚え書き）締結が、当所のMOU

研究推進にとって有効であり、また、東京農業

大学にとっても、農業環境に関する教育・研究

を推進する上で重要であるとの認識で一致し、

検討が進められてきました。相手先となる東京

農業大学大学院農学研究科は、農学、畜産学、

農芸化学、醸造学、食品栄養学、林学、農業工

学、造園学、国際農業開発学、農業経済学、生

物環境調節学の 専攻の博士課程とバイオサ11

イエンス、国際バイオビジネス学専攻の つの2

修士過程から構成されており、当所と密接な関

係があるといえます。この 締結が、教育MOU

の充実と大学院学生の資質向上及び研究活動の

進展に繋がり、引いては農業環境研究の発展に

貢献することが期待されます。

の調印式は、平成 年 月 日、初MOU 15 12 10
冬の陽射しが暖かい東京都世田谷区の大学キャ

ンパスで、進士五十八学長、陽 捷行理事長の

出席のもとに行われました。今後、東京農業大

学あるいは当所においての大学院生等に対する

教育研究指導や共同研究の実施などにより、連

携を深めることが約束されました。

なお、当所の中期計画においては、研究を効

率的に推進するため、産学官の連携、協力によ

り、共同研究及び研究者の交流が謳われており

ます。平成 年 月現在、大学との連携とし15 10

て委託研究 件、連携大学院 件、民間企業31 3

への受委託研究 件、共同研究 件等が実施12 4
されています。特に、平成 年度には大韓民13

国農村新興庁農業科学技術院、 年度には中14
国科学院南京土壌研究所との間で、農業環境問

題を解決するための が締結されました。MOU
この 締結に基づき 平成 年 月に 東MOU 15 3、 「

アジアの農業生態系における物質循環と環境影

響評価－国際共同研究に向けて 、 月に「ア」 11

ジア・太平洋諸国における侵入生物による環境

影響とデータベース構築」と「主要農産物の重

金属を低減するための農業戦略とテクノロジー

－カドミウム汚染リスクを減らす」の国際シン

ポジウムを開催し、研究の現状を総括するとと

もに、今後の研究推進の方向性について意見交

換が行われました。また、地球環境など国際的

なプロジェクト研究にも積極的に取組んでおり

ます。

調印後に握手をする進士学長(左)と陽理事長(右)


